
海老川事業海老川事業再評価について再評価について
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海老川流域懇談会事務局海老川流域懇談会事務局

１

社会情勢と公共事業のこれまで社会情勢と公共事業のこれまで

２

【我が国の経済状況】

27年経過

完了予定

海老川
事業化

（H42年度）

事業開始
(S51年度)

5年経過 22年後

前回の事業評価
(H15年度) (H20年度)

整備期間：22年間

今回

【海老川の治水事業】

S58～60
円高不況

S61～H3

H4～13 H14～19 H20～
バブル景気

複合不況 いざなみ景気 世界金融不況

S30～48 高度成長期

S48～H1 安定成長期
多自然川づくり（H2)

河川法改正（H9)
再評価制度(H10）

＜対象＞ ・事業採択後5年経過して未着工
・・・・・・ ・・・・・事業採択後10年経過して継続中
・・・・・・ ・・・・再評価実施後5年経過した事業

事業再評価のルール事業再評価のルール

すべての公共事業について

地域と密接な関係

計画策定段階から議論

評価監視委員会 流 域 懇 談 会

（千葉県県土整備部所管国庫補助事業再評価実施要領）

１）河川事業・ダム事業であり

２）河川整備計画策定のための

流域懇談会がある場合

３

再評価の手順再評価の手順

視点１：視点１：社会経済情勢など社会経済情勢など

視点２：視点２：事業の事業の投資効果投資効果

視点視点３３：事業の進捗：事業の進捗状況・今後状況・今後の見込みの見込み

視点視点４４：コスト縮減や代替案立案の可能性：コスト縮減や代替案立案の可能性

流
域
懇
談
会

対応方針（案）を提示対応方針（案）を提示

流域懇談会で審議、対応方針を決定流域懇談会で審議、対応方針を決定

事
務
局

４

①

②

流域懇談会の流域懇談会の意見意見に基づき河川管理者が判断に基づき河川管理者が判断

継継 続続 中中 止止

審審

議議



今回の事業対象区間今回の事業対象区間

５

海老川調節池海老川調節池
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視点１視点１ 社会経済情勢等社会経済情勢等

６

市街化の進展

昭和20年代：市街化率約15%

現在(平成10年)：市街化率約75%

約50年間で5倍
の増加率！

市街化の進展と浸水被害市街化の進展と浸水被害

７

海老川流域における「浸水被害」のしくみ海老川流域における「浸水被害」のしくみ

８

降降 雨雨

海老川海老川

護岸護岸から溢水し、背後地に水が湛水するから溢水し、背後地に水が湛水する

家屋・事業所等への湛水被害が
生じる。→被害額が発生。

① 海老川流域の雨水は海老川に流入 ⇒ 海老川の水位上昇

② 海老川水位が護岸高より上昇 ⇒ 護岸から溢水し、地盤の低い地域

から家屋・事業所などが湛水する

① 海老川流域の雨水は海老川に流入 ⇒ 海老川の水位上昇

② 海老川水位が護岸高より上昇 ⇒ 護岸から溢水し、地盤の低い地域

から家屋・事業所などが湛水する



近年の浸水被害の状況近年の浸水被害の状況

ここ３ヵ年の最大日降水量は107ｍｍ、時間最大は35.5ｍｍ

→ たまたま大雨がなかった
９

浸水解消に向けた事業の内容浸水解消に向けた事業の内容

■■ 海老川調節池海老川調節池建設建設

■■ 上流の河川改修上流の河川改修
河道への負担軽減河道への負担軽減
流下能力の向上流下能力の向上

10

富士見橋～八栄橋

＜富士見橋＞

＜八栄橋＞

浸水解消に向けた事業の内容浸水解消に向けた事業の内容

①① 海老川調節池建設海老川調節池建設 河道への負担軽減河道への負担軽減
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調節池建設前調節池建設前 調節池建設後調節池建設後

調節池

浸水解消に向けた事業の内容浸水解消に向けた事業の内容

②② 上流の河川改修上流の河川改修 流下能力の向上流下能力の向上

12
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事業の投資効果事業の投資効果

B/C  > 1.0

総費用Ｃ

（Cost）
総便益Ｂ

（Benefit）
効果あり

便益には、様々な便益が想定
されるものの、治水事業におい
ては、あくまでも被害防止便益

のみを便益として乗せる

建設コストや維持管理費の
合計を費用として乗せる

投資効果を判断するてんびん。

総便益Bが重ければこの事業は効果的。
14

計画降雨により推定される氾濫ブロック計画降雨により推定される氾濫ブロック

JRJR総武線総武線

京成電鉄
京成電鉄

国
道１４号

国
道１４号

京葉道路
京葉道路

長
津川

長
津川

飯山満川
飯山満川

前原川
前原川

■想定浸水区域■想定浸水区域 5555ｈａｈａ
■被災■被災世帯世帯数数 2,0002,000世帯世帯

事業実施事業実施でで
浸水浸水がが解消解消

浸水想定区域図浸水想定区域図
W=1/8.3W=1/8.3規模規模
(50mm/hr)(50mm/hr)
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費用と便益費用と便益

浸水被害の解消浸水被害の解消 （時間雨量（時間雨量50mm50mmのの降雨降雨に対する浸水被害の解消。に対する浸水被害の解消。））

◆◆ 浸水面積浸水面積 5555haha

◆◆ 浸水世帯数浸水世帯数 2,002,0000世帯世帯

被害防止便益被害防止便益 188188億円億円

護岸及び用地の残存価値等護岸及び用地の残存価値等 99億円億円

総便益（総便益（BB））197197億円億円

今後の建設費今後の建設費 115151億円億円

総費用（総費用（CC））162162億円億円

事業実施中及び事業完了後事業実施中及び事業完了後5050年間にわたる年間にわたる

維持管理費維持管理費 1111億円億円
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総費用Ｃ

（Cost）
162億円総便益Ｂ

（Benefit）
197億円

効果あり

投資効果Ｂ／Ｃ投資効果Ｂ／Ｃ

BB／／CC＝＝1.21.2

平成２０年度へ現在価値化した総便益と総費用
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事業継続の必要性事業継続の必要性

視点視点１１：社会経済情勢等：社会経済情勢等

・・ 浸水想定区域内は、船橋市の中心市街地であり、浸水想定区域内は、船橋市の中心市街地であり、市街化が市街化が
著しく、人口と資産が集中著しく、人口と資産が集中

・・ いわゆるいわゆる「ゲリラ降雨」といった突発的、局地的な大雨の発「ゲリラ降雨」といった突発的、局地的な大雨の発
生が懸念生が懸念

・・ 事業の主要施設である海老川調節池は、他の河川の洪水事業の主要施設である海老川調節池は、他の河川の洪水
流量も合わせて一時的に貯留し、下流市街地の洪水流量を流量も合わせて一時的に貯留し、下流市街地の洪水流量を
軽減させる流域全体の治水安全度を担う重要な基幹施設軽減させる流域全体の治水安全度を担う重要な基幹施設
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事業継続の必要性事業継続の必要性

視点視点２２：事業の投資効果：事業の投資効果

・・ 費用対効果費用対効果 B/C = 1B/C = 1..22 >> 11

・・ 時間雨量時間雨量50mm/hr50mm/hr（（1/8.31/8.3規模規模））以下以下の降雨に対するの降雨に対する浸水浸水
被害の解消被害の解消
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事業継続の必要性事業継続の必要性

視点視点３３：：事業進捗事業進捗状況および状況および見込み見込み

<<事業進捗状況＞事業進捗状況＞

・・ 河川の進捗率（延長比）：河川の進捗率（延長比）：約６６％約６６％

（河口から富士見橋までの約（河口から富士見橋までの約1.9km1.9kmが完成）が完成）

・・ 調節池の進捗率（用地取得）：調節池の進捗率（用地取得）：約８５約８５％％

・・ 事業全体の進捗率（予算ベース）：事業全体の進捗率（予算ベース）：約５３％約５３％

((実施済事業費実施済事業費251.81251.81億円億円 / / 全体事業費全体事業費475475億円億円))

＜見込み＞＜見込み＞

・・ ２２年後（平成４２年度）２２年後（平成４２年度）
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事業継続の必要性事業継続の必要性

視点視点４４：：コスト縮減や代替案コスト縮減や代替案の可能性の可能性

＜コスト縮減＞＜コスト縮減＞

・・ 調節池調節池建設時に考慮建設時に考慮

→掘削時の地下水対策（遮水・地盤改良）で→掘削時の地下水対策（遮水・地盤改良）で考慮考慮

※※新技術など適宜採用新技術など適宜採用

→掘削土砂を他工事へ流用→掘削土砂を他工事へ流用

＜代替案＞＜代替案＞

・・ 既に富士見橋までの下流の改修は時間既に富士見橋までの下流の改修は時間50mm50mmの施設整備の施設整備
が完了、更なる下流での河道拡幅は困難が完了、更なる下流での河道拡幅は困難

・・ 事業の主要施設である海老川調節池は、他の河川の洪水事業の主要施設である海老川調節池は、他の河川の洪水
流量も合わせて一時的に貯留し、下流市街地の洪水流量を流量も合わせて一時的に貯留し、下流市街地の洪水流量を
軽減させる流域全体の治水安全度を担う重要な基幹施設で軽減させる流域全体の治水安全度を担う重要な基幹施設で
あり代替は困難あり代替は困難
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さらに付け加えるとさらに付け加えると

視点視点５５：：地域への恩恵地域への恩恵

・・ 海老川調節池の整備により、都市域における貴重なオープ海老川調節池の整備により、都市域における貴重なオープ
ンスペースが永久的に担保され、平常時には都市におけるンスペースが永久的に担保され、平常時には都市における
緑地空間として多目的利用を踏まえた整備を図ることで、市緑地空間として多目的利用を踏まえた整備を図ることで、市
民の多様なニーズに対応できる。民の多様なニーズに対応できる。

海老川調節池多目的利用検討委員会で策定された構想(案）＜H13.3月策定＞ 22

そして、そして、
視点視点６６：：地域活動における活動基盤地域活動における活動基盤

・・ 海老川本川や海老川調節池では、当該地を拠点とする複数海老川本川や海老川調節池では、当該地を拠点とする複数
ののNPONPO団体が活動しており、開催イベントには多くの市民が団体が活動しており、開催イベントには多くの市民が
参加するなど、市民主体の活動が根付いている。参加するなど、市民主体の活動が根付いている。

・・ これら活動拠点となる河川や調節池は各団体にとってシンこれら活動拠点となる河川や調節池は各団体にとってシン
ボリックなものであり、整備により安全で良好な河川環境がボリックなものであり、整備により安全で良好な河川環境が
創出され多くの市民参加が見込まれることから、コミュニティ創出され多くの市民参加が見込まれることから、コミュニティ
喪失の現代にあって、その再構築に大きく寄与する。喪失の現代にあって、その再構築に大きく寄与する。

第２３回海老川親水祭り市民まつり 海老川調節池のごみ拾いイベント

海老川調節池の活動の象徴である水車

よろしくご審議ください


